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結合の種類
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未知物質の構造の同定
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指紋領域
：各物質固有の波形

’
 

9
 9

 

9ヽ
 

＇ ＇ ，
 9

,

 

＇ ，
 

ヽ

｀
 
｀
 
｀
 
，
 
，
 
，
 

3000 2000 

Wavenumber[cm-1] 
1000 



- 3 - 

-・ “ゆ

• -.  ≪ 

l疇

"'・ 1夏D

実測値

シミュ レーシ ョン結果
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Stepl 13C-NMR、DEPT135
：原子団と官能基の推定

Step2 1仕 13CHMQC、1H-NMR
：直接結合した13CとlHを決定

Step3 lH-lH COSY 

：隣合う lHを調べ、部分構造を決定

step4 1H-13C HMBC 

：部分楠造を結合
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■Steplのまとめ
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■HMQC 赤字： C（炭素），青字： H（水素）
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■1H-NMR 
A
 

CとBの組み合わせ
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H:18個(C10H1s02のH)

ppm Hの数

A 1.17 6 

Bl 1.22 2 ， 
Cl 1.22 1 

D1 1.38 2 

C2 1.6 1 

B2 1.7 2 

D2 1.84 2 

E 2.2 1 

F 4.95 1 

■Step2のまとめ

※等価な位置関係の炭素が3個（①～③）存在する。
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■COSY 
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■Step3のまとめ
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①水幸Eは水委Dl,D2と陵り合い、炭素Dは等価な位産
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■HMBC赤字： C（炭素）．育字： H（水素）
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Ql 午前中の座学（装置の原理）で感じた

難易度について教えて下さい。

Q3 装置操作の実習で感じた難易度について教えて下さい。

● 大変ヰしかった

● ゃゃ廷しかった

● 丁度,;.1)'った

● ゃゃ尼畢たった

● 門里たった ゜

● 大互ヰしかった

゜● ゃゃヰしかった 3 

. :-度ふかった

● ゃゃ尼皇たった

゜● 閏亘たった

゜

0

0

 

Q2 構造解析（測定データからの未知試料の同定）の座学で

感じた難易度について教えて下さい

● 大変ヰしかった

● ？ゃl;し1)'った 2 

● 丁度よかった

● ゃり庄墨たった

゜● 尼皇たった

゜


